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70年目の夏を迎えて
～語り継ぐべき平和への思い～

空
襲
を
受
け
た
都
城
市

特
攻
機
の
配
置
と
出
撃

戦
時
中
の
主
な
出
来
事

戦
時
中
の
市
民
の
暮
ら
し

　

戦
時
中
、
都
城
に
は
陸
軍
連
隊
が
置

か
れ
、
市
内
に
３
カ
所
の
飛
行
場
と
民

間
の
航
空
機
工
場
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

空
襲
の
標
的
に
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
20
年
３
月
18
日
か
ら
、
８
月
６

日
ま
で
に
20
回
余
り
の
爆
撃
を
受
け
た

本
市
。８
月
６
日
の
大
空
襲
で
は
、市
内

の
中
心
部
が
大
き
な
被
害
を
受
け
、
明

道
小
学
校
を
は
じ
め
、
１
、８
９
７
戸

の
商
店
や
民
家
が
焼
失
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
空
襲
に
よ
り
１
万
７
、２
８
４

人
が
被
災
し
、
43
人
が
負
傷
、
１
０
１

人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

　

戦
況
が
厳
し
く
な
っ
た
昭
和
20
年
、

都
城
に
四
式
戦
闘
機
「
疾は

や
て風

」
を
備
え

た
特
別
攻
撃
隊
と
、
第
１
０
０
飛
行
団

が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

都
城
西
飛
行
場
か
ら
沖
縄
周
辺
に
向

け
４
月
６
日
、
第
一
特
別
振
武
隊
８
人

が
出
撃
。
７
月
１
日
ま
で
に
、
都
城

西
・
東
両
飛
行
場
か
ら
延
べ
17
回
に
及

ぶ
出
撃
を
実
施
し
、
多
く
の
特
攻
隊
員

と
掩え

ん

護ご

機
隊
員
が
戦
場
へ
と
向
か
い
ま

し
た
。
隊
員
の
ほ
と
ん
ど
は
20
歳
以
下

で
、
日
本
の
勝
利
と
家
族
の
無
事
を
信

じ
、
南
海
に
散
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

昭
和
52
年
、
遺
族
の
協
力
の
下
、
都

島
公
園
（
旧
陸
軍
墓
地
）
に
慰
霊
碑
を

建
立
し
、
以
降
、
第
一
陣
が
出
撃
し
た

4
月
６
日
に
、
慰
霊
祭
が
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
19
年
７
月
４
日
に
初
め
て
警
戒

警
報
が
発
令
さ
れ
る
と
、
10
月
11
日
に

は
空
襲
警
報
も
発
令
。
市
民
の
暮
ら
し

は
日
増
し
に
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
き
ま

し
た
。
空
襲
に
備
え
て
、
家
の
庭
に
は

防
空
壕ご

う

が
掘
ら
れ
、
駅
な
ど
の
施
設
の

近
く
に
あ
る
家
な
ど
は
、
延
焼
を
防
ぐ

た
め
に
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
男
性
が
戦
場
に
送
ら
れ
た
た

め
労
働
力
が
著
し
く
不
足
。
女
性
や
学

生
ま
で
も
が
工
場
で
労
働
を
強
い
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
食
料
な
ど
の
物
資
が
不
足
し

た
た
め
配
給
制
と
な
り
、
学
校
の
運
動

場
や
公
園
な
ど
は
全
て
畑
と
し
て
使
わ

れ
ま
し
た
。

多くの尊い命が犠牲になった太平洋戦争の終結から、今年で70年の節目を迎
えます。平和で豊かな生活を送る私たちは、戦時中の都城で起こった出来事の
重さをしっかりと受け止め、その恐ろしさや悲惨さ、苦しみ、悲しみの記憶を
未来へ語り継いでいかなければなりません。この節目の年に、今一度、平和に
ついて考えてみませんか。 ◎問い合わせ　秘書広報課　☎23－3174

昭和20年８月８日の日向日日新聞の記事

奉仕活動を行う市民

※
参
考
文
献
：
都
城
市
史

年
代

国
内
の

出
来
事

都
城
市
内
の

出
来
事

昭
和
16
年

（
１
９
４
１
）

昭
和
19
年

（
１
９
４
４
）

昭
和
20
年

（
１
９
４
５
）

太
平
洋
戦
争

始
ま
る

米
軍
が
沖
縄

に
上
陸

広
島
、
長
崎

に
原
子
爆
弾

が
投
下
さ
れ

るポ
ツ
ダ
ム

宣
言
受
諾

川
崎
航
空
機

工
場
が
郡
元

に
創
設

都
城
か
ら
特

攻
機
が
出
撃

（
４
月
）

甲
斐
元
町
上

下
部
橋
付
近

に
爆
弾
が
投

下
さ
れ
る

（
５
月
）

大
空
襲
で
、

１
、８
９
７
戸

が
焼
失

（
８
月
）



歴
史
に
学
び
、
平
和
へ
の
誓
い
新
た
に

次
世
代
に
語
り
継
ぐ
平
和
へ
の
願
い
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近
代
戦
争
と
都
城

－
平
和
の
尊
さ
を
考
え
る
－

戦
没
者
・
空
襲
犠
牲
者

合
同
追
悼
式

戦
後
70
年
企
画
展

　

人
々
が
戦
争
を
ど
の
よ
う
に
と
ら

え
、
ど
ん
な
思
い
で
生
き
抜
い
た
か
を

紹
介
す
る
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

問　

文
化
財
課　

☎
23

－

９
５
４
７

●
会
期　
７
月
23
日
㈭
～
11
月
29
日
㈰

●
場
所　
都
城
歴
史
資
料
館（
都
島
町
）

●
観
覧
料　
大
人
２
１
０
円
（
１
６
０

円
）　

高
校
生
以
下
無
料

※
（　

）
内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

●
展
示
内
容　

・
日
清
・
日
露
戦
争
の
時
代

・
軍
都
都
城
の
誕
生

・
帝
国
日
本
の
拡
大

・
大
陸
へ
渡
っ
た
人
々

・
昭
和
10
年
の
陸
軍
特
別
大
演
習

・
広
が
る
日
本
と
中
国
の
戦
争

・
太
平
洋
戦
争

・
出
征
し
た
人
々

・
戦
争
と
暮
ら
し

・
戦
時
下
の
学
校

・
都
城
の
飛
行
場

・
特
攻
機
の
出
撃

・
都
城
へ
の
空
襲

・
終
戦

　

市
で
は
戦
争
で
命
を
落
と
し
た
人
た

ち
の
冥
福
を
祈
る
と
と
も
に
、
平
和
へ

の
誓
い
を
新
た
に
す
る
合
同
追
悼
式

を
、
都
城
大
空
襲
の
あ
っ
た
８
月
６
日

に
開
催
し
ま
す
。
式
典
で
は
、
遺
族
や

関
係
者
、
市
民
の
参
列
の
も
と
、
市
内

の
小
学
生
に
よ
る
平
和
学
習
の
発
表
な

ど
を
行
い
ま
す
。

問　

福
祉
課　

☎
23

－

２
９
８
０

●
日
時　
８
月
６
日
㈭　

10
時
開
式

●
場
所　
総
合
文
化
ホ
ー
ル

　

都
城
で
空
襲
の
あ
っ
た
昭
和
20
年
、

私
は
小
学
４
年
生
で
し
た
。
５
月
に
は

千
町
の
家
の
近
く
に
あ
っ
た
川
崎
航
空

機
工
場
の
寮
が
爆
撃
さ
れ
、
学
徒
動
員

さ
れ
て
い
た
小
林
中
学
校
の
生
徒
ら

が
、病
院
に
担
ぎ
込
ま
れ
る
姿
を
見
て
、

戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
目
の
当
た
り
に
し

ま
し
た
。

　

都
城
大
空
襲
の
あ
っ
た
８
月
６
日

は
、
空
襲
警
報
の
サ
イ
レ
ン
が
聞
こ
え

て
間
も
な
く
、
米
軍
機
が
来
襲
。
自
宅

の
防
空
壕
に
逃
げ
込
む
余
裕
さ
え
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
家
の
中
か
ら
恐
る
恐

る
外
を
見
る
と
、
操
縦
士
の
顔
が
見
え

る
ぐ
ら
い
の
低
空
飛
行
で
上
空
を
飛
ん

で
い
ま
し
た
。
私
の
家
の
周
り
は
無
事

で
し
た
が
、
天
神
町
に
住
ん
で
い
た
姉

の
家
族
が
爆
撃
の
被
害
に
遭
い
、
親
子

３
人
が
焼
死
し
ま
し
た
。
終
戦
後
に
復

員
し
た
姉
の
夫
が
３
人
の
位
牌
を
前
に

し
た
時
の
悲
愴
な
姿
は
、
今
で
も
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。

　

遺
族
会
で
は
、
空
襲
で
亡
く
な
っ
た

人
た
ち
を
悼
み
、
平
成
11
年
、
神
柱
公

園
内
に
追
悼
碑
を
建
立
。
毎
年
８
月
５

日
に
追
悼
式
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
悲
惨
な
戦
争
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘

れ
な
い
よ
う
語
り
継
ぐ
た
め
、
市
内
の

小
学
校
を
回
り
、
子
ど
も
た
ち
に
戦
争

体
験
を
話
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

は
、
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
も
空
襲
が
あ
っ
た
事
実
に
驚
き
、
熱

心
に
話
を
聞
い
て
く
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
続
け
る
こ
と
で
、

多
く
の
人
に
戦
争
の
悲
惨
さ
を
知
っ
て

も
ら
い
、
二
度
と
戦
争
が
起
こ
る
こ
と

が
な
い
平
和
な
世
の
中
が
続
く
よ
う

願
っ
て
い
ま
す
。

特攻隊員の遺書

※�式典は誰でも参加できます。また、
市内各地の遺族会や奉賛会でも、戦
没者慰霊祭を開催します

勤労奉仕に動員された女性

特攻隊員の出撃

千羽鶴を献納する児童ら

さん

都城空襲犠牲者遺族会　代表

地
じ

頭
と う

所
し ょ

 栄
え い

八
は ち
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次世代を担う子どもたち
輝きを増した「３つの宝」

「
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
」

を
輝
か
せ
る
た
め
の
取
り
組
み

　

市
で
は
、
世
界
に
羽
ば
た
く
人
材
を

育
成
す
る
た
め
、
基
礎
学
力
と
人
間
力

の
向
上
に
加
え
て
、
英
語
教
育
の
充
実

な
ど
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

基
礎
学
力
と
人
間
力
の
向
上
対
策
と

し
て
、
小
学
校
に
学
校
図
書
館
サ
ポ
ー

タ
ー
を
増
員
。
児
童
の
読
書
環
境
の
充

実
を
図
り
ま
し
た
。
語
学
力
の
向
上
で

は
、
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
を

増
員
。
豊
か
な
国
際
感
覚
を
身
に
付
け

る
機
会
を
増
や
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
の
校
舎
な
ど
の
耐

震
化
工
事
の
年
次
的
な
実
施
と
併
せ
て
、

た
く
ま
し
い
体
と
豊
か
な
心
を
育
む
こ

と
を
目
的
と
し
た
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化

活
動
の
施
設
整
備
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
加
え
て
、
市
内
全
て
の
小
中
学

校
に
「
学
校
運
営
協
議
会
」
を
組
織
。

地
域
に
開
か
れ
た
学
校
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
郷
土
愛
に
あ
ふ
れ
た
子
ど

も
を
育
て
る
た
め
、
地
域
の
祭
り
や
行

事
へ
の
参
加
を
促
す
郷
土
教
育
を
進
め

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
第
３
日
曜
日

を
「
家
庭
の
日
」
と
し
て
、
家
族
の
絆

を
深
め
る
機
会
を
促
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、こ
れ
ら
の
事
業
を
通
し
て
、

人
間
力
あ
ふ
れ
る
子
ど
も
た
ち
を
育
成

す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め

て
い
ま
す
。

子どもたちの人材育成＝地域発展の礎
いしずえ

第３の宝〜次世代を担う子どもたち 都城が持つ「３つの宝」を輝かせる

○学習面でのさらなる充実
○スポーツ・文化活動や郷土教育・地域教育
　などを通しての「人間力育成」

都城島津邸で開催される郷
ご

中
じゅう

教育

人財創出都市

都城の
「地の利」

次世代を
担う

子どもたち

Th
ree
 tre
asures of Miyakonojo宝

Ⅲ

市では、本市の持つ「３つの宝」を輝かせる取り組みを進めてきました。これまで３カ
月連続の特集として、１つ目の宝、基幹産業である農林畜産業と、２つ目の宝、都城の「地
の利」を輝かせる取り組みを紹介。最終回となる今回は、３つ目の宝、次世代を担う
子どもたちを輝かせる取り組みと、その他の特に成果のあった事業を紹介します。

◎問い合わせ　秘書広報課　☎23－3１７４

基幹産業
である

農林畜産業
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輝きを増した「３つの宝」
次世代を担う子どもたち

小
中
学
生
の
学
習
環
境
の
充
実

ふ
る
さ
と
納
税
と
ス
ポ
ー
ツ
文
化
合
宿
が
急
増

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
は
、
英
語
圏
の
国
々
か
ら
日
本
に
招
致
さ
れ

た
外
国
籍
の
人
や
英
語
に
堪
能
な
人
で
、
日
本
人
教
師

を
補
佐
し
、「
生
き
た
英
語
」
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

ま
す
。
市
で
は
、
平
成
24
年
度
、
７
人
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
在

籍
し
て
い
ま
し
た
が
、
来
年
度
は
平
成
24
年
度
と
比
較

し
て
倍
増
。
語
学
指
導
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
語

学
力
と
豊
か
な
国
際
感
覚
を
身
に
付
け
る
た
め
の
環
境

を
充
実
さ
せ
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
、
小
中
学
校
の
校
舎
な
ど
の
耐
震
補

強
工
事
を
年
次
的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。
平
成
24
年
度

末
現
在
、
小
中
学
校
の
耐
震
化
率
は
約
86
㌫
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
整
備
計
画
を
前
倒
し
。
本

年
度
末
ま
で
に
、
全
て
の
小
中
学
校
の
校
舎
な
ど
の
耐

震
化
工
事
が
完
了
す
る
見
込
み
で
、児
童
生
徒
の
安
心
・

安
全
な
教
育
環
境
が
実
現
し
ま
す
。

　

市
で
は
昨
年
度
よ
り
、
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
事
業

を
強
力
に
進
め
て
き
ま
し
た
。
昨
年
10
月
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
「
都
城
市
ふ
る
さ
と
納
税
」
で
は
、
よ
り
多

く
の
人
に
本
市
を
知
っ
て
も
ら
う
目
的
で
、
寄
付
し
て

頂
い
た
人
に
贈
る
お
礼
の
特
産
品
を
、
本
市
自
慢
の
肉

と
焼
酎
中
心
の
品
ぞ
ろ
え
と
し
た
と
こ
ろ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
で
人
気
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
昨
年
度
の
寄
付
額
が
全
国
９

位
と
な
り
、
さ
ら
に
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
寄
付
総
額

は
、
７
月
22
日
時
点
で
約
13
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
外
の
ス
ポ
ー
ツ
お
よ
び
文
化
団
体
の
合
宿

を
誘
致
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
団
体
へ
の
助
成
制
度

拡
充
と
積
極
的
な
誘
致
活
動
を
実
施
。
こ
の
結
果
、
誘

致
し
た
団
体
と
参
加
者
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て
そ
れ

ぞ
れ
２
・５
倍
と
な
り
、
多
く
の
人
に
本
市
を
訪
れ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

Th

ree
 tre
asures of Miyakonojo宝

Ⅲ

◎人間力あふれる子どもたちの育成
ALTによる語学指導事業　4,154万円
・ALT（外国語指導助手）の語学指導を通して語学力向上・豊かな国際感覚
 を醸成！
・平成28年度までにALTを倍増（予定）！

人数 7人 9人 11人 13人 14人
24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

小中学校施設の耐震補強事業　4億3,588万円
・耐震補強による安心・安全な教育環境整備を推進！
・平成27年度までに耐震化率100％を達成（予定）！

人数 86.1％ 94.6％ 97.8％ 100％
24年度 25年度 26年度 27年度

◎ふるさと納税 寄付金額の急増！

4 億円

8億円

12億円

約500万円

合計約13億円

H20年～25年の平均 H26年10月～27年7月
0

ふるさと納税寄付金額
ふるさとチョイスランキング

・お気に入り自治体
　全国１位（4ヵ月連続）
・閲覧した回数➡　
　全国１位（3ヵ月連続）

※平成27年6月末現在

260倍!

殿堂入り

◎スポーツ・文化合宿の誘致
合宿団体数・参加者数ともに急増！

20

40

H23

（延べ団体数） （参加者数：人）

H24
延べ団体数 参加者数

過去３年間のスポーツ・文化合宿の実績

21団体19団体

H25

754人 790人

1,674 人

H26
0

600

60 1,800

0

19団体

48団体48団体661人

団体数、参加者数
ともに2.5倍 1,200

結
び
に
〜
輝
き
を
増
す「
３
つ
の
宝
」〜

　

こ
れ
ま
で
３
回
に
わ
た
り
、
本
市
が
持
つ
「
３

つ
の
宝
」
を
輝
か
せ
る
た
め
の
取
り
組
み
と
、
特

に
成
果
の
あ
っ
た
取
り
組
み
を
特
集
し
ま
し
た
。

市
で
は
、今
後
も
明
る
い
未
来
へ
と
導
く
こ
れ
ら
「
３

つ
の
宝
」を
輝
か
せ
る
取
り
組
み
な
ど
を
通
し
て
、

市
民
一
人
一
人
が
輝
く
「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
＝

ス
マ
イ
ル
シ
テ
ィ
都
城
」の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
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平
均
寿
命
と
健
康
寿
命

市
の
介
護
保
険
の
現
状

こ
け
な
い
か
ら
だ
づ
く
り
講
座

健
康
寿
命
と
は

　

厚
生
労
働
省
の
発
表
に
よ
る
と
、
平

成
25
年
度
の
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、

男
性
80
・
21
歳
、女
性
86
・
61
歳
で
世
界

で
も
上
位
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
平
均
寿
命
が
長
く
て
も
、
健
康
に

過
ご
す
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
意
味
が

っ
た
り
し
て
、
地
域
の
和
が
育
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

市
で
は
、
介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ

て
以
来
、
要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
数

の
増
加
と
と
も
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
要

す
る
費
用
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
29
年
度
を
期
間
と

す
る
第
６
期
の
介
護
保
険
事
業
計
画
で

は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
が

前
の
計
画
よ
り
も
約
46
億
円
多
い
約

５
０
２
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人
が
増
え
る

と
、
65
歳
以
上
の
人
が
負
担
す
る
介
護

保
険
料
が
増
え
ま
す
。

　

今
後
、
介
護
予
防
を
積
極
的
に
進
め
、

健
康
寿
命
を
延
ば
す
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

岡
山
県
津
山
市
で
始
ま
っ
た
「
め
ざ

せ
！　

こ
け
な
い
か
ら
だ
講
座
」
は
、

手
足
に
調
整
可
能
な
１
０
０
㌘
単
位
の

重
り
を
付
け
、
童
謡
な
ど
を
歌
い
な
が

ら
基
本
的
な
動
作
を
ゆ
っ
く
り
と
繰
り

返
す
体
操
。
週
１
回
程
度
、
高
齢
者
の

足
腰
や
肩
の
筋
肉
を
し
っ
か
り
と
鍛
え

る
こ
と
で
、転
倒
し
な
い
（
＝
こ
け
な
い
）

で
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

市
で
は
、
昨
年
10
月
に
津
山
市
の
作

業
療
法
士
安や

す

本も
と

勝
博
さ
ん
に
よ
る
講
演

会
を
開
催
。
そ
の
内
容
を
生
か
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
こ
け
な
い
か

ら
だ
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

あ
り
ま
せ
ん
。

日
常
生
活
を
健

康
に
送
る
こ
と

が
で
き
る
「
健

康
寿
命
」
は
、

男
性
71
・
19

歳
、
女
性
74 

・
21
歳
と
な
っ

て
い
て
、
男
女

と
も
平
均
寿
命

と
比
べ
る
と
10

歳
近
く
の
開
き

が
あ
り
ま
す
。

　

な
ぜ
、
健
康
寿
命
と
い
う
考
え
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。
実
は
、
平
均
寿
命

か
ら
健
康
寿
命
ま
で
の
差
が
、
介
護
や

看
護
を
受
け
た
り
、
寝
た
き
り
に
な
っ

た
り
し
て
生
活
す
る
期
間
に
な
り
ま
す
。

こ
の
差
を
少
し
で
も
短
く
す
る
こ
と
で
、

健
康
で
生
活
で
き
る
期
間
が
長
く
な
り

ま
す
。

　

国
の
調
査
で
は
、
国
民
一
人
一
人
の

健
康
意
識
が
高
ま
り
を
見
せ
て
い
て
、

健
康
寿
命
は
少
し
ず
つ
伸
び
て
い
ま
す
。

皆さんが住み慣れた地域で、健康で生き生きとした生活を送り続けるためには何が必要でしょうか。市
では、介護予防教室「こけないからだづくり講座」を推進しています。健康な体を作るだけではなく、
参加者同士で交流を深めることで地域のつながりづくりにも役立つ介護予防教室。皆さんも地域で開か
れている同講座に参加してみませんか。 ◎問い合わせ　介護保険課　☎23－3184

自分が元気！　家族が元気！　地域が元気！

みんなでこけないからだづくり

男性

平均寿命と健康寿命
80.21歳

平均寿命
健康寿命

86.61歳
71.19歳 9.02歳

74.21歳 12.4歳
女性
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市
の
取
り
組
み

地
域
の
皆
さ
ん
で

体
操
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

効
果
と
影
響

　

市
で
は
、
昨
年
10
月
か
ら
、
公
民
館

ご
と
に
市
の
介
護
保
険
の
現
状
や
、
病

気
や
け
が
予
防
の
必
要
性
な
ど
の
説
明

会
を
開
催
。
そ
の
中
で
、「
こ
け
な
い

か
ら
だ
づ
く
り
講
座
」
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、
講
座
を
開
催
す
る
公

民
館
で
は
、
参
加
者
に
目
標
を
設
定
し

て
も
ら
い
、
初
め
の
４
回
は
、
担
当
職

員
が
こ
け
な
い
体
操
な
ど
を
指
導
。
そ

の
後
、
講
習
を
受
け
た
協
力
員
（
サ
ポ

　

現
在
、
市
内
の
46
自
治
公
民
館
で

「
こ
け
な
い
か
ら
だ
づ
く
り
講
座
」
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

週
に
１
度
、
約
40
分
程
度
の
体
操
と

地
域
の
人
た
ち
と
一
緒
に
過
ご
す
こ
と

で
、
体
力
向
上
と
併
せ
て
、
心
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
開
催

は
、
公
民
館
ご
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

講
座
を
開
催
し
た
い
場
合
は
各
地
区
の

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
で
は
、
体
操
に
使
う
１
０ 

０
㌘
か
ら
１
㌔
㌘
ま
で
の
調
整
可
能
な

重
り
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
の
で
、
必

要
な
場
合
は
介
護
保
険
課
へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

講
座
の
開
始
か
ら
、
定
期
的
に
体
力

テ
ス
ト
を
実
施
。
参
加
者
か
ら
は
「
歩

く
の
が
楽
し
く
な
っ
た
」、「
介
護
認
定

の
等
級
が
軽
度
に
な
っ
た
」
な
ど
の
意

見
が
寄
せ
ら
れ
、
体
力
面
な
ど
の
改
善

が
少
し
ず
つ
現
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
体
力
づ
く
り
だ
け
が
目
的
で

は
な
い
こ
の
講
座
。
集
ま
る
こ
と
で
、

会
話
が
弾
ん
だ
り
新
た
な
出
会
い
が
あ

っ
た
り
し
て
、
地
域
の
和
が
育
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

参
加
者
か
ら

は
「
昔
の
よ
う

に
地
域
で
声
を

掛
け
合
う
よ
う

に
な
っ
た
」、

「
会
話
を
通
し

て
、
趣
味
の
輪

も
広
が
っ
た
」

な
ど
の
意
見
も

聞
か
れ
、
地
域

の
つ
な
が
り
が

強
く
な
っ
て
い

ま
す
。

ー
タ
ー
）
と
参

加
者
が
、
自
主

的
に
取
り
組
み

ま
す
。そ
の
他
、

サ
ポ
ー
タ
ー
は
、 

体
操
や
重
り
の

装
着
を
手
伝
い
、 

参
加
者
の
健
康

づ
く
り
を
補
助

し
ま
す
。

気力が湧いてきます。
　講座では、懐かしい童謡を歌いながら体操
をするので、お腹から声を出します。前より
声が出るようになったので、詩吟教室にも通
い始め、趣味の幅も広くなりました。また、
講座に参加することで、地域の皆さんと会話
ができ、友だちも増えました。健康づくりに
加えて、昔のような地域の絆が戻ったことも
うれしいです。これも、サポーターの皆さん
の力添えがあるからだと思っています。

　50年以上リウマチで
苦しみ、少しでも体力
づくりに役立つのでは
ないかと思って、この
講座に参加しました。
通いだして７カ月がた
ちますが、少しずつ体
力が付いてきました。
友人からも歩く姿が変
わってきたねと言われ、

こけないからだづくり体操のキーワード「体力づくりと地域の絆」

山之口町街区２地域サポーター

有川 俊一郎さん

チャンスだと思いこの講座を始めました。
　現在、６人のサポーターに手伝ってもらい
ながら、血圧を計り、約40分程度の体操をし
た後、みんなでお茶を飲みながら会話を楽し
んでいます。週に１回の講座ですが、参加者
の多くが血圧の数値が良くなったり、運動機
能が改善されたりして、回を重ねるごとに元
気になっています。講座を通して、健康づく
りだけではなく、地域のコミュニティを強く
することもできました。

　一人暮らしの高齢者
が増え、地域の交流も
希薄になったと感じ、
地域の人たちが集える
場を作りたいと考えて
いました。昨年、市が
開催した「こけないか
らだづくり」の講演会
に参加し、地域の高齢
者が集うことができる

インタビュー

下川東三丁目

津曲 清子さん
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
の
安
定
し
た
生
活
を
支
援
す
る
総
合
機
関
で

す
。保
健
師
や
社
会
福
祉
士
、主
任
介
護
支
援
専
門
員
な
ど
の
専
門
職
員
が
皆
さ
ん
の

生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ　
介
護
保
険
課　
☎
23ｰ

３
１
８
４

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

専
門
の
職
員
は
、
総
合
相
談
窓
口
と

し
て
高
齢
者
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
家

族
か
ら
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
は
、
約
１
万
２
、５
０
０

件
の
相
談
を
受
け
、
そ
の
内
容
に
応
じ

て
関
係
機
関
な
ど
と
連
携
。
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
な
ど
を
受
け
る
た
め
の
支
援
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
電
話
で
の
相
談

に
も
応
じ
て
い
て
、
高
齢
者
の
実
態
把

握
や
、
見
守
り
の
た
め
の
訪
問
な
ど
を

通
し
、
高
齢
者
や
そ
の
家
族
を
支
え
て

い
ま
す
。

①��「
こ
け
な
い
か
ら
だ
づ
く
り
講
座
」

の
実
施
支
援
や
「
か
く
し
ゃ
く

１
０
０
歳
教
室
」、「
足
腰
シ
ャ
キ
ッ

と
教
室
」
な
ど
を
開
催
。
地
域
ぐ
る

み
の
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
を
応

援
し
ま
す

②�

要
支
援
の
認
定
を
受
け
た
人
が
、
要

介
護
状
態
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
介

護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す

①�

高
齢
者
に
対
す
る
虐
待
を
発
見
し
た

場
合
や
、
本
人
や
周
り
の
人
か
ら
相

談
を
受
け
た
場
合
、
高
齢
者
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
関
係
機
関
と

連
携
し
て
支
援
し
ま
す

②�

認
知
症
な
ど
で
判
断
能
力
が
低
下
し

て
い
る
人
の
財
産
や
権
利
を
守
る
た

め
に
、
成
年
後
見
制
度
の
活
用
を
支

援
し
ま
す

③�

関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
悪
質
な
訪

問
販
売
な
ど
に
よ
る
被
害
防
止
に
努

め
ま
す

①�

福
祉
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
適
切
に
提

供
さ
れ
る
よ
う
に
、
地
域
の
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
に
助
言
や
支
援
を
行
い
ま

す
②�

高
齢
者
が
よ
り
暮
ら
し
や
す
い
地
域

に
す
る
た
め
に
、
地
域
の
関
係
者
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す

専
門
の
職
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す

上
川
東
二
丁
目

小
玉
安
子
さ
ん

　包括支援センターとの関わりは、
９年前に義母が認知症を患い、相
談に行ったのが最初でした。週２・
３日程度、介護のために義母宅に
通っていましたが、センターの担
当者から介護施設を紹介してもら
い、施設に通所することができま
した。また、高齢の伯母が骨折を
したときも、伯母のことを理解し
てもらっていたので一番合った施
設を紹介してもらうことができま
した。普段から、職員の皆さんと
情報交換をしていたので、悩みを
一人で抱えたりすることなく、解
決方法を見つけることができました。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
あ
な
た
の
身
近
な

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

介
護
予
防
を
推
進
し
ま
す

高
齢
者
の
権
利
を
守
り
ま
す

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

支
援
し
ま
す

市内の地域包括支援センター

姫城・中郷地区地域包括支援センター
上町17街区20号	 ☎26-8339

妻ケ丘・小松原地区地域包括支援センター
前田町15街区６号　デラコア前田ビル103号
	 ☎23-9712

五十市・横市地区地域包括支援センター
久保原町10街区20号	 ☎57-6767

祝吉・沖水地区地域包括支援センター
祝吉町5055番地５	ミラ・クレイン102号
	 ☎26-4212

志和池・庄内・西岳地区地域包括支援センター
庄内町8160番地３	 ☎45-4180

山之口・高城地区地域包括支援センター
山之口花木2005番地（山之口総合支所内）
	 ☎29-1682

山田・高崎地区地域包括支援センター
高崎町大牟田1150番地１（高崎総合支所内）
	 ☎45-8411
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市
で
は
、
５
種
類
の
が
ん
検
診
を
実
施

し
て
い
ま
す
。が
ん
は
、早
期
発
見・
早

期
治
療
で
治
癒
が
可
能
な
病
気
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
が
ん
検
診
を
受
け
て
み

ま
せ
ん
か
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
健
康
課　
☎
23ｰ

２
７
６
５

胃
が
ん
検
診

　

造
影
剤
（
バ
リ
ウ
ム
）
を
溶
か
し
た

液
約
１
０
０
㏄
と
発
泡
剤
を
飲
み
、
検

　

が
ん
は
、
日
常
生
活
の
影
響
を
受
け

る
こ
と
で
発
症
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

次
の
12
項
目
を
心
掛
け
、
生
活
改
善
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

１
条　
た
ば
こ
は
吸
わ
な
い

２
条　

�

他
人
の
た
ば
こ
の
煙
を
で
き
る

だ
け
避
け
る

３
条　
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

４
条　
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を

５
条　
塩
辛
い
食
品
は
控
え
め
に

６
条　
野
菜
や
果
物
は
豊
富
に

７
条　
適
度
に
運
動

８
条　
適
切
な
体
重
維
持

９
条　

�

ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
の
感
染
予
防

と
治
療

10
条　
定
期
的
な
が
ん
検
診
を

11
条　

�

身
体
の
異
常
に
気
が
付
い
た

ら
、
す
ぐ
に
受
診
を

12
条　

�

正
し
い
が
ん
情
報
で
が
ん
を
知

る
こ
と
か
ら

※
出
典
：
公
益
財
団
法
人　

が
ん
研
究

　

振
興
財
団
発
行
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

査
台
の
上
で
寝
返
り
を
打
っ
た
り
、
検

査
台
を
動
か
し
て
、
胃
全
体
を
撮
影
し

ま
す
。

乳
が
ん
検
診

　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
は
、
乳
房
を

装
置
に
挟
ん
で
圧
迫
し
、
Ｘ
線
撮
影
を

行
い
ま
す
。
こ
の
検
査
で
は
、
触
診
で

は
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
な
小
さ
な
が
ん

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

視
触
診
検
査
は
、乳
房
の
形
の
変
化
、

く
ぼ
み
の
有
無
、
皮
膚
の
色
を
見
な
が

ら
、
乳
房
に
触
れ
て
し
こ
り
の
状
態
を

確
認
し
ま
す
。
ま
た
、
乳
頭
か
ら
の
分

泌
を
確
認
す
る
検
査
も
行
い
ま
す
。

子
宮
頸け
い
が
ん
検
診

　

婦
人
科
医
が
子
宮
頸
部
を
綿
棒
な
ど

で
軽
く
こ
す
り
細
胞
を
採
取
し
ま
す
。

※�

個
別
健
診
で
は
医
師
が
必
要
と
認
め

た
場
合
に
、
体
部
の
細
胞
を
採
取
し

ま
す

大
腸
が
ん
検
診

　

採
便
容
器
を
使
い
２
日
分
の
便
を
採

取
し
、
潜
血
の
有
無
を
検
査
し
ま
す
。

肺
が
ん
検
診

　

胸
部
の
Ｘ
線
撮
影
を
行
う
検
査
。
65

歳
以
上
の
人
は
、
結
核
検
診
も
兼
ね
て

実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
血
の
混
じ
っ
た
痰
や
数
日
間

続
く
咳
は
、
肺
が
ん
と
結
核
に
共
通
す

る
症
状
で
す
。

各
検
診
の
検
査
内
容

が
ん
を
防
ぐ
た
め
の
12
カ
条

こ
れ
か
ら
の
季
節
に
お
す
す
め

　

夏
の
野
菜
は
、
抗
酸
化
作

用
の
あ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
・
Ｃ
・

Ｅ
が
豊
富
に
含
ま
れ
、
が
ん
予

防
に
効
果
的
で
す
。
ま
た
、
太

陽
の
光
は
体
調
を
整
え
る
働

き
を
助
け
て
く
れ
ま
す
。朝
は
、

太
陽
の
光
を
浴
び
な
が
ら
軽

め
の
運
動
が
お
す
す
め
で
す
。

がん検診の申込方法

受診期間　　平成28年２月29日（月）まで
申込方法
　集団検診　�検診車（バス）で受診する検診。�

事前に健康課へ申し込みください。

　個別検診　�指定医療機関で受診する検診。�
予約が必要ですので、事前に医
療機関へ問い合わせください。

　受診回数　�集団検診もしくは個別検診のど
ちらか期間内に１回。

　　　　　　�75歳以上の人や生活保護世帯、
市民税非課税世帯（世帯員全員
が非課税）の人は無料で受診で
きます。詳しくは健康課へ問い
合わせください。

　その他　　�大腸がん検診の個別検診は、２
月22日（月）までに、指定医療
機関で採便容器を受け、取って
ください。

検診の種類・対象者・検診料

胃がん
対象者 40歳以上

検診料 集団　1,200円
個別　3,100円

子宮頸
がん

対象者 20歳以上の和暦で偶数年生まれ

検診料
集団・頸部のみ　1,200円
個別・頸部のみ　1,900円
頸部と体部の両方　2,700円

乳がん

対象者 40歳以上の和暦で偶数年生まれ

検診料 集団　2,000円
個別　1,600円

内　容

集団
マンモグラフィと超音波検査
個別
マンモグラフィと視触診検査

大腸がん
対象者 40歳以上

検診料 個別　1,200円

肺がん
対象者 40歳以上

検診料 集団　無料

検診料金
の免除

が
ん
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
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安
全
な
避
難
経
路
の
確
認

　

避
難
所
ま
で
の
経
路
を
あ
ら
か
じ
め

家
族
で
話
し
合
い
、
決
め
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

正
確
で
早
め
の
情
報
収
集
と
自
主
避
難

　

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
最
新
の
気
象
情

報
や
避
難
情
報
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
で
は
、
雨
雲
レ

ー
ダ
ー
や
降
水
量
な
ど
も
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
雨
の
降
り
方
や
河
川
水
位

の
上
昇
に
注
意
し
、
危
険
を
感
じ
た
ら

早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

避
難
時
の
心
掛
け

　

避
難
す
る
時
は
動
き
や
す
い
格
好

で
、
一
人
で
は
な
く
複
数
人
で
行
動
す

る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

持
出
品
の
確
認

　

災
害
の
規
模
に
よ
っ
て
は
、
市
の
支

援
態
勢
が
整
う
ま
で
に
数
日
掛
か
り
ま

す
。
い
ざ
と

い
う
時
の
た

め
に
、
日
頃

か
ら
３
日
程

度
の
食
料
と

生
活
用
品
を

備
え
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　

次
の
異
常
を
確
認
し
た
ら
、
避
難
す

る
こ
と
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
、
広
島
市
で
発
生
し
た
災
害
で

は
、
家
の
中
で
も
場
所
に
よ
っ
て
生
死

を
分
け
ま
し
た
。
夜
中
も
し
く
は
、
雨

が
激
し
く
避
難
で
き
な
い
と
き
は
無
理

に
避
難
せ
ず
、
斜
面
か
ら
離
れ
た
部
屋

や
２
階
の
部
屋
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　
土
石
流

　

山
鳴
り
や
立
木
の
裂

け
る
音
、
石
の
ぶ
つ
か

り
合
う
音
が
聞
こ
え

る
。
雨
が
降
り
続
い
て

い
る
の
に
、
川
の
水
位

が
下
が
る
。
川
の
水
が

急
に
濁
り
流
木
が
混
ざ

り
始
め
る
。
腐
っ
た
土

の
に
お
い
が
す
る
。

崖
崩
れ

　

地
面
に
ひ
び
割
れ
が

で
き
る
。
沢
や
井
戸
の

水
が
濁
る
。
斜
面
か
ら

水
が
噴
き
出
す
。

地
滑
り

　

崖
か
ら
の
水
が
濁

る
。崖
に
亀
裂
が
入
る
。

小
石
が
ぱ
ら
ぱ
ら
と
落

ち
て
く
る
。

日
頃
か
ら
で
き
る

災
害
へ
の
備
え

土
砂
災
害
の
前
触
れ
（
予
兆
）

災害に備える
〜忘れたころに起こる災害の怖さ〜

本市では、平成16年と平成17年の台風による豪雨災害や、平成22
年の西岳地区と山田町で発生したゲリラ豪雨災害、平成23年の新
燃岳の爆発的噴火が発生。また、近年は、予測が難しい急激な気象
変化がもたらすゲリラ豪雨が増えています。災害はいつ起こるか分
かりません。いざというとき、自分や大切な人の命を守るため、
もう一度、避難の方法や非難持出品などを確認しておきましょう。

◎問い合わせ　危機管理課　☎23ｰ2１2９

ラーメン

うどん
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危機管理課 下沖 康太郎主査

地域を守る「自主防災組織」
　東日本大震災では、地震と津波によ
り市町村の機能がストップ。行政が十
分に対応することができない状況が発
生しました。そのような中、地域住民
の避難行動や避難所の運営、地域や行
政からの情報収集や伝達など、地域の
実情を知る「自主防災組織」が重要な
役割を果たしました。
　災害に備えるためには、自助・共助・
公助の環境づくりをすすめることが大
切。特に災害時の「公助」には限界が
あるので、普段から「自助」「共助」の
充実を図っておくことが重要です。
　自助とは、自分の命は自分で守ること。
また、共助とは、地域の人たちがお互
いに助け合って地域を守ること。この
共助に当たるのが「自主防災組織」です。
現在、市内の自治公民館303館のうち、
241館で自主防災組織が結成されてい
ます。自主防災組織を支えるのは「自
分たちの地域は自分たちで守る」とい
う強い意識です。
　市では、訓練の手伝いや防災講話を
実施し、地域の安全を一緒に守る手伝
いをしています。

災
害
全
般
、
災
害
救
助
資
金
融
資
制
度
、

り
災
証
明

危
機
管
理
課

☎
23
︲
２
１
２
９

体
が
不
自
由
な
人
の
避
難

福
祉
課

☎
23
︲
２
９
８
０

避
難
所
に
つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

☎
23
︲
７
１
４
６

水
道
の
断
水

水
道
局

☎
23
︲
４
５
１
０

道
路
の
被
害

維
持
管
理
課

☎
23
︲
２
７
５
２

浸
水
家
屋
の
消
毒

環
境
政
策
課

☎
23
︲
２
１
３
０

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

災害に備える

　

避
難
所
で
は
、
次
の
ル
ー
ル
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

①
避
難
者
情
報
の
登
録

　

�

避
難
者
の
情
報
を
登
録
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
避
難
所
で
配
る
避
難
者

カ
ー
ド
に
氏
名

や
住
所
、
生
年

月
日
な
ど
必
要

事
項
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

②
避
難
所
運
営
へ
の
協
力

　

�

避
難
所
は
、
地
域
の
人
と
一
緒
に
利

用
す
る
防
災
拠
点
で
す
。
避
難
生
活

が
長
期
に
な
る
場
合
に
は
、
自
主
的

に
避
難
所
運
営
に
協
力
し
ま
し
ょ

う
。

③
事
務
室
な
ど
は
使
用
で
き
ま
せ
ん

　

�

事
務
室
、
調
理
室
な
ど
避
難
者
全
員

の
た
め
に
必
要
な
部
屋
は
、
個
人
的

に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。�

④
食
料
や
生
活
物
資
の
配
給

　

�

食
料
や
物
資
の
配
給
は
、
十
分
な
量

を
確
保
で
き
な
い
こ
と
や
、
時
間
が

か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
風
水
害
の
場
合
】

・�

自
主
避
難
の
場
合
も
し
く
は
、
一
晩

程
度
の
避
難
の
場
合
、
３
食
分
程
度

の
食
料
や
タ
オ
ル
な
ど
の
生
活
用
品

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

・�

避
難
生
活
が
長
期
化
す
る
場
合
は
、

市
が
必
要
に
応
じ
て
非
常
食
な
ど
の

支
援
物
資
を
準
備
し
ま
す

【
地
震
・
火
山
災
害
の
場
合
】

・�

支
援
物
資
は
、
避
難
し
て
い
る
家
族

ご
と
に
配
給
し
ま
す

・�

原
則
、
避
難
者
全
員
に
配
給
で
き
る

準
備
が
整
う
ま
で
配
給
し
ま
せ
ん

・�
非
常
時
で
全
員
に
配
給
で
き
な
い
場

合
、
少
な
い
物
資
を
均
等
に
配
給
で

き
る
よ
う
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

⑤
ペ
ッ
ト
な
ど
の
持
ち
込
み
は
禁
止

　

�

犬
、
猫
な
ど
の
動
物
を
屋
内
に
持
ち

込
む
こ
と
は
、
避
難
者
全
員
の
同
意

が
無
い
限
り
禁
止
し
て
い
ま
す
。
知

人
な
ど
に
預
け
る
な
ど
の
対
応
を
お

願
い
し
ま
す
。

⑥
飲
酒
や
喫
煙
の
制
限

　

�

飲
酒
は
で
き
ま
せ
ん
。
喫
煙
は
、
指

定
場
所
以
外
で
は
禁
止
で
す
。ま
た
、

ろ
う
そ
く
な
ど
火
気
厳
禁
で
す
。

⑦
仮
設
公
衆
電
話
な
ど
の
利
用

　

�

仮
設
公
衆
電
話
な
ど
が
設
置
さ
れ
た

場
合
は
、
緊
急
性
の
高
い
用
件
の
み

利
用
で
き
ま
す
。
災
害
時
は
電
話
回

線
が
込
み
合
う
た
め
、
災
害
用
伝
言

ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
１
７
１
）
の
活
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

※�

都
城
市
の
指
定
避
難
所
は
、
広
報
都

城
６
月
号
25
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す

避
難
所
生
活
は

ル
ー
ル
を
守
っ
て

自
主
防
災
組
織
に
お
け
る
訓
練
の

お
手
伝
い
や
防
災
講
話
も
実
施
し
て

い
ま
す
。

災
害
時
に
困
っ
た
と
き
の
連
絡
先
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園
芸
や
造
園
、
環
境
に
つ
い
て
学
ぶ

「
環
境
園
芸
学
部
」、
教
員
な
ど
を
養
成

す
る
「
人
間
発
達
学
部
」
か
ら
な
る
、

同
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス
。
ふ
る
さ
と

で
地
域
と
関
わ
り
な
が
ら
、
学
び
を
深

め
ら
れ
る
こ
と
が
魅
力
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

☎
21

－

２
１
１
１

●
取
得
で
き
る
資
格

①�

環
境
園
芸
学
部　

環
境
園
芸
学
科 

高
等
学
校
教
諭
１
種
免
許
（
理
科
・

農
業
）、中
学
校
教
諭
１
種
免
許
（
理

科
）、自
然
再
生
士
補
、
学
芸
員
な
ど

②�

人
間
発
達
学
部　
子
ど
も
教
育
学
科

保
育
士
資
格
、
幼
稚
園
教
諭
１
種
免

許
、
小
学
校
教
諭
１
種
免
許
、
特
別

支
援
学
校
教
諭
１
種
免
許
な
ど

●
募
集
人
員

環
境
園
芸
学
科　

１
３
０
人

子
ど
も
教
育
学
科　

80
人

●
出
願
期
間

【
特
待
生
推
薦
入
試
】

10
月
１
日
㈭
～
９
日
㈮

【
推
薦
】

１
期：11
月
１
日
㈰
～
８
日
㈰

【
一
般
】

１
期：28
年
１
月
18
日
㈪
～
２
月
３
日
㈬

【
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試
】

１
期：28
年
１
月
18
日
㈪
～
２
月
５
日
㈮

【
Ａ
Ｏ
入
試
】

８
月
３
日
㈪
～
平
成
28
年
３
月
９
日
㈬

ま
で
随
時
受
け
付
け

●
都
城
地
区
入
学
金
全
額
免
除
制
度

　

都
城
地
区
内
の
高
校
を
卒
業
、
ま
た

は
卒
業
見
込
み
の
人
や
、
市
民
な
ら
び
に

市
民
の
子
が
、
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス
に
入
学

し
た
場
合
、
入
学
金
25
万
円
が
全
額
免

除
さ
れ
ま
す
。

ふ
る
さ
と
で

か
な
え
よ
う

将
来
の
夢

住
み
慣
れ
た
環
境
で
、
将
来
必
要
と
な

る
知
識
や
技
術
を
学
び
、
将
来
の
夢
を

か
な
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
市
内・
三
股

町
内
の
大
学
や
高
専
、
専
門・
専
修
学

校
の
平
成
28
年
度
学
生
募
集
の
概
要

を
紹
介
し
ま
す
。
詳
細
は
、
各
学
校
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
総
合
政
策
課　
☎
23ｰ

２
１
１
５

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
立
野
町
）

　中学生の頃から抱いていた、「子
どもに関わる仕事に就きたい」とい
う夢を実現したいとの思いで、南九
州大学人間発達学部を選びました。
現在、小学校教諭、幼稚園教諭、保
育士の免許を取得しようと勉強して
います。
　南九州大学は、教職員と学生がフ
レンドリーな関係であることが魅力
のひとつ。１年生からゼミに参加し
て、進路などで不安に思うことを先
生や先輩に相談ができるので、勉強
に集中することができます。また、
地元ということもあって、学費や生
活の面でも両親の不安や負担を軽減
できたことからも、この大学を選ん
で良かったと思っています。

人間発達学部
子ども教育学科 ３年

（都城西高等学校卒業）
関
せ き

之
の

尾
お

 翔
しょう

子
こ

さん

夢に向かって
努力しています

インタビュー
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多
く
の
医
療
機
関
が
集
ま
る
都
城
圏

域
で
、
圏
域
の
医
療
を
担
う
若
者
を
育

て
ま
す
。

　

一
般
入
試
で
定
員
の
７
割
以
上
を
選

抜
し
、
推
薦
・
社
会
人
入
試
で
定
員
の

３
割
以
内
を
選
抜
し
ま
す
。

●
募
集
人
員

看
護
専
門
課
程
看
護
学
科　

40
人

●
出
願
期
間

【
推
薦
】

10
月
19
日
㈪
～
11
月
16
日
㈪

【
一
般
・
社
会
人
】

12
月
14
日
㈪
～
28
年
１
月
19
日
㈫

◎
問
い
合
わ
せ　

22

－

３
６
９
０

●
募
集
人
員

看
護
学
科　

80
人

●
出
願
期
間

【
特
別（
指
定
校
、一
般
、社
会
人
１
期
）】

10
月
１
日
㈭
～
14
日
㈬

　

都
城
高
専
（
高
等
専
門
学
校
）
は
、

５
年
間
の
一
貫
教
育
で
、
技
術
職
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
養
成
。
中
学
卒
業
後

の
早
い
段
階
か
ら
、
専
門
的
な
知
識
を

学
べ
る
こ
と
が
魅
力
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

☎
47

－

１
１
３
４

●
取
得
で
き
る
学
位
な
ど

　

本
科
（
５
年
間
）
を
卒
業
す
れ
ば
準

学
士
、
さ
ら
に
専
攻
科
（
２
年
間
）
を

修
了
す
れ
ば
、
大
学
と
同
じ
学
士
の
学

位
を
取
得
で
き
ま
す
。
ま
た
、
本
科
卒

業
後
に
、
国
公
立
大
学
３
年
生
へ
編
入

学
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
募
集
定
員

機
械
工
学
科　

40
人

電
気
情
報
工
学
科　

40
人

物
質
工
学
科　

40
人

建
築
学
科　

40
人

●
出
願
期
間　

【
推
薦
】
28
年
１
月
４
日
㈪
～
７
日
㈭

【
一
般
】
28
年
１
月
26
日
㈫
～
29
日
㈮

●
取
得
で
き
る
資
格　

歯
科
衛
生
士
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修

修
了
者
、
医
療
事
務
技
能
審
査
試
験

●
募
集
人
員

歯
科
衛
生
士
科　

30
人
（
女
性
の
み
）

●
出
願
期
間

【
推
薦
・
特
待
生
】

第
１
回
：
10
月
１
日
㈭
～
16
日
㈮

【
一
般
・
社
会
人
】

第
１
回
：
10
月
１
日
㈭
～
16
日
㈮

◎
問
い
合
わ
せ　

☎
38

－

４
８
１
２

●
取
得
で
き
る
資
格

調
理
師
、
調
理
技
術
検
定
上
級
な
ど

●
募
集
人
員

調
理
師
科　

昼
間
部　

80
人　

　
　
　
　
　

夜
間
部　

５
人

●
出
願
期
間

10
月
１
日
㈭
～
28
年
３
月
31
日
㈭

願
書
提
出
後
、
指
定
日
に
面
接
、
書
類

審
査
を
行
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

☎
22

－

４
６
２
６

【
特
別
（
社
会
人
２
期
）】

28
年
２
月
３
日
㈬
～
16
日
㈫

【
一
般
】

１
期：12
月
21
日
㈪
～
28
年
１
月
13
日
㈬

◎
問
い
合
わ
せ　

看
護
学
科　

☎
52

－

６
９
２
１

●
募
集
人
員

准
看
護
師
科
（
医
療
高
等
課
程
）
70
人

看
護
師
科
（
医
療
専
門
課
程
）
50
人

●
出
願
期
間

①
准
看
護
師
科

１
次
募
集
：
10
月
５
日
㈪
～
31
日
㈯

②
看
護
師
科

１
次
募
集
：
12
月
３
日
㈭
～
26
日
㈯

◎
問
い
合
わ
せ　

☎
22

－

０
７
１
１

留
意
事
項

　

出
願
期
間
は
複
数
回
設
定
し
て
い
る

学
校
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
学

校
に
直
接
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
取
得
で
き
る
資
格

①�

情
報
デ
ザ
イ
ン
科　
基
本
情
報
技
術

者
、
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
試
験
な
ど

②�

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
科　

医
療
秘
書
検

定
、
医
療
事
務
技
能
審
査
試
験
な
ど

③�

介
護
福
祉
科　
介
護
福
祉
士
、
学
習

療
法
士
１
級
な
ど

●
募
集
定
員

情
報
デ
ザ
イ
ン
科　

30
人

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
科　

20
人

介
護
福
祉
科　

40
人

●
出
願
期
間

【
推
薦
】

第
１
回
：
10
月
１
日
㈭
～
16
日
㈮

【
一
般
】

第
１
回
：
11
月
２
日
㈪
～
20
日
㈮

◎
問
い
合
わ
せ　

☎
38

－

４
８
１
１

看
護
系
の
学
校

都城市・三股町内の大学、高専および専門・専修学校の平成28年度学生募集

都
城
デ
ン
タ
ル
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
吉
尾
町
）

都
城
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
看
護
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
祝
吉
町
）

都
城
看
護
専
門
学
校
（
姫
城
町
）

藤
元
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
付
属

医
療
専
門
学
校
　（
三
股
町
長
田
）

都
城
調
理
師
高
等
専
修
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
都
島
町
）

都
城
高
専
（
吉
尾
町
）

都
城
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ
（
吉
尾
町
）
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交
通
安
全
教
育
の
充
実
と
、
将
来
の
交

通
安
全
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
都
城

市
交
通
少
年
団
の
結
団
式
が
６
月
14
日
、

中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

４
年
か
ら
続
く
活
動
に
、
市
内
９
つ
の
小

学
校
の
４
年
生
か
ら
６
年
生
43
人
が
入
団
。

団
員
ら
は
、
交
通
安
全
期
間
中
に
警
察
官

や
交
通
指
導
員
の
協
力
を
も
ら
い
な
が
ら
、

パ
ト
カ
ー
に
同
乗
し
て
広
報
活
動
を
し
た

り
、
商
業
施
設
で
啓
発
活
動
な
ど
を
行
っ

た
り
し
て
、
市
民
に
交
通
安
全
を
訴
え
ま

す
。
団
長
を
務
め
る
鳥と

り
だ
ま
り集
心し

ん

ご語
く
ん
（
志

和
池
小
６
年
）
は
「
進
ん
で
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
、
み
ん
な
に
交
通
安
全
を
呼
び
掛

け
ま
す
」
と
誓
い
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

父
の
日
を
前
に
６
月
16
日
、
都
城
花
き
振

興
会
か
ら
池
田
市
長
に
花
束
な
ど
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
日
頃
の
感
謝
を
込
め
花
束
を
贈
る

こ
と
と
併
せ
て
、
地
元
産
の
花
の
販
売
促
進

を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
。
父
親
代
表
と
し

て
会
員
ら
が
育
て
た
色
鮮
や
か
な
花
々
を
贈

ら
れ
た
池
田
市
長
は
、
満
面
の
笑
み
を
浮
か

べ
て
い
ま
し
た
し
た
。

交
通
安
全
意
識
を
育
む

日
頃
の
感
謝
を
花
束
に
込
め
て

　

環
境
美
化
の
日
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

者
表
彰
式
が
７
月
10
日
、
市
役
所
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
市
内
の
小
学
５
・
６
年
生
か
ら

１
１
４
点
の
応
募
が
あ
り
、３
作
品
が
入
賞
。

大
賞
に
選
ば
れ
た
新に

い

留ど
め

け
や
き
さ
ん
（
明
和

小
６
年
）
の
作
品
は
、
関
之
尾
滝
や
森
林
の

様
子
を
描
い
た
も
の
で
、
啓
発
ポ
ス
タ
ー
と

し
て
市
内
の
施
設
に
掲
示
し
ま
す
。

環
境
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
よ
う

　

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
雑
貨
を
一
堂
に
集
め
た
ぴ

あ
ぴ
あ
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
７
月
12
日
、
都
城
圏

域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
市
内
外
か
ら
家
具
や
革
製
品
、
陶
器

な
ど
を
扱
う
約
１
３
０
店
舗
が
集
い
、
多
く

の
家
族
連
れ
ら
が
来
場
。
来
場
者
ら
は
、
ハ

ン
ド
メ
イ
ド
雑
貨
の
買
い
物
や
、
竹
筒
で
楽

器
を
作
る
体
験
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

自
慢
の
作
品
を
一
堂
に
集
め
た
販
売
会

　

タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
候
補
者
に
よ
る

ま
ち
な
か
活
性
化
に
向
け
た
提
案
会
が
６

月
20
日
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
一
次
審
査
を
通
過
し
た

４
人
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
聞

こ
う
と
、
多
く
の
市
民
が
来
場
。
提
案
者

ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
や
経
験
か
ら
、

中
心
市
街
地
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
方

策
を
発
表
し
、
選
定
委
員
の
質
問
に
答
え

て
い
ま
し
た
。
授
業
で
ま
ち
の
活
性
化
に

つ
い
て
学
ん
で
い
る
山
之
内
心こ

こ
ろ

さ
ん
（
都

城
商
業
高
校
３
年
）
は
「
た
く
さ
ん
の
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
若
い
人
が
集
い
た

く
な
る
よ
う
な
場
所
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
未
来
を
夢
見
て
い
ま
し
た
。

一
緒
に
ま
ち
な
か
の
未
来
を
考
え
よ
う

都城市交通少年団結
団式

タウンマネージャー
による提案会

ぴあぴあマーケット 父の日にちなんだ花
の贈呈

環境美化絵画コンク
ール
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都
城
市
歌
「
希
望
に
み
ち
て
」
の
完
成

と
新
市
誕
生
10
周
年
を
記
念
し
た
コ
ン
サ

ー
ト
が
６
月
28
日
、
総
合
文
化
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
民
ら
約
６
０
０
人

が
参
加
し
、
池
田
市
長
が
「
前
向
き
に
希

望
を
持
ち
、
市
を
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
し

ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。
そ
の

後
市
内
で
活
動
す
る
合
唱
団
や
吹
奏
楽
団

が
、
市
民
待
望
の
市
歌
を
披
露
し
ま
し

た
。
市
歌
は
、
東
京
都
在
住
の
石
原
一か

ず
て
る輝

さ
ん
が
作
詞
、
東
京
音
楽
大
学
客
員
教
授

の
新に

い

み実
徳と

く
ひ
で英
さ
ん
が
作
曲
。
コ
ン
サ
ー
ト

の
最
後
に
は
、
新
実
さ
ん
の
指
揮
の
下
、

出
演
者
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
た
合
唱
で

会
場
の
熱
気
は
最
高
潮
と
な
り
ま
し
た
。

　

野
生
の
サ
ル
か
ら
受
け
る
農
作
物
へ
の
被

害
な
ど
を
軽
減
し
よ
う
と
サ
ル
の
追
い
上
げ

活
動
が
７
月
15
日
、
高
城
町
有
水
田た

な

べ辺
集
落

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
域
住
民
や
関
係
機
関

の
職
員
ら
30
人
が
参
加
。
住
民
ら
は
、
サ
ル

の
出
没
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
場
所
を
巡
回
し
、

手
製
の
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
発
射
具
で
、
サ
ル
を

山
へ
追
い
や
っ
て
い
ま
し
た
。

声
高
ら
か
に
市
歌
を
大
合
唱

獣
害
に
負
け
な
い
元
気
な
集
落
づ
く
り

　

関
之
尾
緑
の
村
で
７
月
17
日
、
プ
ー
ル
開

き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
関
係
者
ら
が
期
間
中

の
安
全
を
祈
願
。
そ
の
後
、
招
待
さ
れ
た
地

元
幼
稚
園
児
ら
が
プ
ー
ル
に
入
り
、
顔
を
つ

け
た
り
、
水
を
か
け
合
っ
た
り
し
て
歓
声
を

上
げ
て
、
梅
雨
明
け
の
夏
日
を
元
気
い
っ
ぱ

い
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
同
プ
ー
ル
の
営

業
期
間
は
８
月
31
日
ま
で
で
す
。

冷
た
い
水
に
大
は
し
ゃ
ぎ

　

青
井
岳
温
泉
名
物
の
そ
う
め
ん
流
し
を
楽

し
め
る
「
滝る

す

い

て

い

水
亭
」
の
オ
ー
プ
ン
に
先
立
ち

７
月
17
日
、
同
温
泉
敷
地
内
で
試
食
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
保
育
園
児
ら
36
人
を

招
待
。
園
児
ら
は
、
水
の
中
を
く
る
く
る
と

回
る
そ
う
め
ん
を
競
う
よ
う
に
す
く
う
と
、

同
店
自
慢
の
手
作
り
の
つ
ゆ
に
つ
け
て
、
口

い
っ
ぱ
い
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

流
れ
る
そ
う
め
ん
を
堪
能

　

市
内
の
子
育
て
に
関
す
る
団
体
が
主
催

す
る
子
ど
も
を
ま
ち
の
ま
ん
な
か
に
が
７

月
12
日
、
交
流
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
子
育
て
中
の
親
子
を
対
象
に
し
た
同

イ
ベ
ン
ト
に
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
家
族

連
れ
が
来
場
。
会
場
内
で
は
保
育
士
に
よ

る
子
育
て
相
談
や
お
手
玉
体
験
、
ハ
ン
カ

チ
の
藍
染
め
体
験
な
ど
が
行
わ
れ
、
子
ど

も
も
大
人
も
時
が
た
つ
の
を
忘
れ
て
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。
家
族
で
訪
れ
て
い
た
東

山
真ま

み心
さ
ん
（
曽
於
市
）
は
「
童
心
に
返

り
家
族
で
楽
し
め
た
。
子
ど
も
が
い
つ
も

以
上
に
笑
顔
に
な
っ
て
楽
し
そ
う
だ
っ
た

の
で
、
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」
と
家
族
で

過
ご
す
休
日
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

家
族
み
ん
な
の
笑
顔
を
誘
う

新市誕生10周年記念
コンサート

子どもをまちのまん
なかに

野生サル追い上げ活
動

青井岳名物ソーメン
流し

関之尾緑の村プール
開き
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汁
を
食
べ
る
の
を
楽
し
み
に
、
帰
省
の

た
び
に
訪
れ
て
く
れ
た
」
と
、
思
い
出

を
話
し
ま
す
。

　

口
蹄
疫
発
生
と
新
燃
岳
噴
火
の
と
き

以
外
は
、
過
去
一
度
も
休
む
こ
と
が
な

か
っ
た
朝
市
で
す
が
、健
康
を
理
由
に
、

や
め
よ
う
か
と
考
え
た
時
期
も
あ
っ
た

と
話
す
山
下
さ
ん
。
そ
れ
で
も
、
若
い

メ
ン
バ
ー
か
ら
「
や
め
る
の
は
簡
単
。

元
気
な
間
は
一
緒
に
続
け
よ
う
」
と
元

気
付
け
ら
れ
、
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
続

け
た
い
と
力
を
込
め
ま
す
。

　
「
昔
の
中
央
通
り
の
よ
う
な
ふ
れ
あ

い
の
場
を
つ
く
り
、
お
客
さ
ん
と
気
軽

に
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
通
り
に
し
た
い
」

と
ま
す
ま
す
夢
が
膨
ら
み
ま
す
。

※�

か
っ
ぱ
げ
ん
き
市
は
、
毎
月
第
１
土

曜
日
の
10
時
か
ら
13
時
ま
で
開
催

問　

都
城
中
央
通
り
12
番
街
協
同
組
合

　
　

☎
24

－

０
３
５
５

中
央
通
り
12
番
街
で
、
１
月
を
除

く
毎
月
第
１
土
曜
日
に
開
催
さ

れ
て
い
る
朝
市
「
か
っ
ぱ
げ
ん
き
市
」。

こ
の
朝
市
を
運
営
す
る
都
城
中
央
通
り

12
番
街
協
同
組
合
婦
人
部
「
な
か
よ
し

か
っ
ぱ
会
」
の
代
表
を
務
め
る
の
が
、

山
下
夕
美
子
さ
ん
（
上
町
）
で
す
。

　

朝
市
で
は
、
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
を

は
じ
め
、
手
作
り
の
惣
菜
や
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
な
ど
を
販
売
。
げ
ん
き
汁（
豚
汁
）

が
振
る
舞
わ
れ
、
月
ご
と
に
趣
向
を
凝

ら
し
た
旬
の
食
材
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

特
に
夏
期
に
販
売
す
る
ホ
オ
ズ
キ
や
フ

ル
ー
ツ
ト
マ
ト
は
、
行
列
が
で
き
る
ほ

ど
の
人
気
で
す
。

　
「
か
っ
ぱ
げ
ん
き
市
」
の
名
前
は
、

そ
の
昔
、
上
町
で
発
生
し
て
い
た
火
事

を
、
カ
ッ
パ
た
ち
が
消
し
て
い
た
と
い

う
言
い
伝
え
に
由
来
。
現
在
も
、
中
央

通
り
12
番
街
に
あ
る
ベ
ン
チ
に
は
、
カ

ッ
パ
の
顔
の
彫
刻
が
施
さ
れ
、
商
店
街

を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　

山
下
さ
ん
た
ち
は
、
平
成
11
年
に
ア

ー
ケ
ー
ド
が
完
成
し
た
の
を
切
っ
掛
け

に
、
婦
人
部
を
結
成
。「
ス
ー
パ
ー
や

百
貨
店
が
閉
店
し
、
通
り
が
寂
し
く
な

っ
た
。買
い
物
を
す
る
店
が
な
い
な
ら
、

朝
市
を
始
め
て
み
よ
う
」
と
、
当
時
の

メ
ン
バ
ー
で
相
談
し
て
、
翌
年
の
５
月

に
１
回
目
の
「
か
っ
ぱ
げ
ん
き
市
」
を

開
催
し
、今
年
で
16
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

朝
市
に
訪
れ
る
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を

大
切
に
し
て
い
る
山
下
さ
ん
。「
福
岡

に
単
身
赴
任
し
て
い
た
人
が
、
げ
ん
き

風景の

smiling faces of miyakonojo

笑
顔
と
ふ
れ
あ
い

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
仕
掛
け
人

な
か
よ
し
か
っ
ぱ
会

山下 夕
ゆ

美
み

子
こ

さん
都城中央通り12番街協同組合

婦人部代表



西
日
本
有
数
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　

西
に
高
千
穂
峰
を
仰
ぎ
、
東
に
都
城

市
街
を
一
望
で
き
る
緑
豊
な
か
か
し
の

里
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
。
平
成
14
年
９
月

の
オ
ー
プ
ン
以
来
、
約
79
万
人
（
４
月

末
現
在
）
の
利
用
者
を
誇
る
西
日
本
随

一
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
す
。

　

地
域
住
民
の
触
れ

合
い
の
場
づ
く
り
と
、

健
康
増
進
な
ど
を
目

的
に
建
設
。
畑
地
か

ん
が
い
の
た
め
の
水

源
と
し
て
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
た
木こ

之の

川か
わ

内う
ち

ダ
ム
の
現
場
か

ら
出
さ
れ
る
土
砂
を

有
効
活
用
し
、
Ｖ
字

形
の
谷
を
埋
め
立
て
て
作
ら
れ
ま
し
た
。

初
心
者
に
も
優
し
く
指
導

　

同
施
設
で
は
、
山
田
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

協
会
（
福ふ

く

榮え
い

幸
一
会
長
・
会
員
１
３
５

人
）
が
、
ル
ー
ル
指
導
や
技
術
指
導
に

当
た
っ
て
い
て
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
普

及
と
技
術
向
上
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

福
榮
会
長
は
「
舗
装
路
と
異
な
り
足
腰

に
優
し
い
芝
の
コ
ー
ス
で
プ
レ
ー
す
る

こ
と
で
、
健
康
づ
く
り
と
技
術
の
向
上

に
繋
が
る
」
と
力
を
込
め
ま
す
。

　

来
春
に
は
、
広
大
で
緑
豊
な
６
コ
ー

ス
54
ホ
ー
ル
に
加
え
て
、
新
た
に
２
コ

ー
ス
18
ホ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン
。
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
で
、
知
ら
な
い
人
同
士
、
交
流
を
楽

し
み
な
が
ら
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
営
業
時
間　

６
月
～
９
月　

８
時
～
18
時

10
月
～
５
月　

９
時
～
17
時

●
定
休
日　
第
２
・
４
木
曜
日

●
所
在
地　
都
城
市
山
田
町
山
田

●
利
用
料
金
（
１
日
プ
レ
ー
）

高
校
生
以
上　

５
１
０
円

中
学
生
以
下　

２
１
０
円

17 広報都城8月号

◎問い合わせ　かかしの里パークゴルフ場　☎64－3888

盆地生まれの

元気をいただきます！

ナスのはさみ揚げ

※1人分185kcal、塩分1.0g

1日の野菜摂取量は350g

◎問い合わせ　健康課　☎ 23－2765

環
霧
島
探
訪
で
は
、
霧
島
山
を
取
り
巻

く
宮
崎
、
鹿
児
島
両
県
の
５
市
２
町
の

情
報
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

本
市
山
田
町
の
「
か
か
し
の
里
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
」
を
紹
介
し
ま
す
。

環霧島
探訪

魅力いっぱい！

ナスの紫色は、ナスニンと呼ばれるポリフェノールの一種。
抗酸化力が強く、がんや生活習慣病の要因となる活性酸素
の働きや、コレステロールの吸収を抑える作用もあります。

合びき肉の代わりに鶏肉を入れたり、大葉
を挟んだりしても違った風味が楽しめます。

ナス…2 本（280g）
合びき肉…80g
卵…1/4 個（15g）
塩…小 1/10
片栗粉…大２
油…適宜
　  片栗粉…大 1/2
　  水…大 1

●下準備
　ナス…ヘタを取って皮を３カ所程度むき、１㎝の厚さに
　　　　斜めに切る（16 枚）
　Ａの片栗粉と水を混ぜておく
　Ｂの材料を全て混ぜ合わせソースを作る
●作り方
　①合びき肉と卵、塩をよく混ぜ合わせ８等分にする
　②ナスの間に①を挟んで片栗粉をまぶし、油で揚げて
　　半分に切り器に盛る
　③ソースをかけて、好みでパセリやトマトを添える

すりおろしニンニク…少々
濃い口しょうゆ…大 1/2
ウスターソース…大 1/2
酢…大１
砂糖…大１
ケチャップ…大 1/2
だし…大３

Ｂ

A

材料（4人分）

ちょっと
ひと工夫


